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OKINAWA型・実践高度溶接技術者の育成プログラム開発

【目 的】
モノつくり力の低下、技術・技能の伝承が危ぶまれている状況に対応することと、脆弱性を危惧される沖縄県の製

造業の強化を目的として、比較的従事人口が多い割に製造リーダとなる高度溶接技術者が不足している溶接業界造業の強化を目的として、比較的従事人 が多 割に製造リ ダとなる高度溶接技術者が不足して る溶接業界
人材育成に焦点を絞った教育プログラムの開発を行った。

【内 容】
図１に示すコンソーシアム組織を構築し、図２に示す育成人材像を目標として、講義系科目群として(1)OKINAWA

型・実践的高度溶接技術者育成概論、(2)先端溶接プロセス論、(3)亜熱帯環境の継手品質および(4)高度周辺技
術応用論のプログラムを、スキル・技術体得系科目群として(5)溶接プロセス実習、(6)材料・継手評価実習および
高度周辺技術実習のプログラムを、創造・実践系科目群として、(7)品質・施工管理・品質マネージメントと施工管
理および(8)インターンシップのプログラムを構成した。総授業時間は258時間に及ぶ。

【成 果】
表１は、本プログラムで開発した教育プログラムを示し、図3はインターンシップ授業においてモデル体を試作して

いる風景である。実証授業ではコンソーシアムに参加した企業から6名の実習生を対象をとして実施し、図4に示す
評価を得た。本開発プログラムは、平成18年度の実証試験にて終了したが、平成19年、20年度において自立化プ
ログラムを推進し、受講料が30万円という高額にもかかわらず各8名の参加者を数え、現在の所順調に推移してい
る。
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